
  

 

第１３８４回 例会 ２０１９年（令和元年）１２月２日 

（疾病予防と治療月間） 

 

前回（１１月２５日）例会記録  

◇プログレス 清水 清一 ＳＡＡ  

 

１．来客紹介         

  ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：０名 合計：０名 

 

２．会長の時間  塩尻 明夫 会長 
 

皆様こんにちは。 

先日は、林職業奉仕委員長、清水会員の素晴らしい企画で、大変良い職場見学ができました。 

障がい者雇用を単なる法律義務を満たすだけではなく、ビジネスとしてとらえたクボタさんの 

農場や、安全な農業を目指す清水会員の姿勢にも感動しました。最後に清水会員の農場で 

作られた野菜を素晴らしい料理にして下さったのが、藤井会員のホテルシェフです。本当に 

美味しく頂きました。改めてロータリークラブのすばらしさを確認できた職場見学でした。 

関わられた皆様に心より感謝申し上げます。 

さてこの週末には、ローマ教皇、フランシスコさんが、ローマ教皇としては３８年ぶりに来日されました。 

タイを訪問後来日、一日で長崎、広島という被爆地を訪れて核廃絶のメッセージを発信し、長崎では県営球場を会場に 

してミサを行う、という大変なスケジュールです。もうすぐ８３歳になろうかというご年齢ですが、さすがに世界のキリスト教の

本日のプログラム                       （本日のプログレス 藤井 弘明 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「四つのテスト」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ １２月お誕生月会員お祝い 

○ 卓 話 「海外出張と危機管理について」日本エマージェンシーアシスタンス㈱大阪オフィス 

                            営業部 部長代理 中野 翠 様 【岡野会員ご紹介】 

○ 理事会 ６階「橘の間」 １３：４０～１４：４０ 

・えんぴつが１本 

・星の世界 

・たきび 



 

トップに立つだけあり、素晴らしい宗教家だと思います。アルゼンチンの首都ブエノスアイレスで、イタリア系移民の子として

生まれたフランシスコさんは、初めて南米大陸出身で教皇となったそうです。また貧困に真剣に立ち向かう姿や、トランプ 

大統領やアルゼンチンの軍事政権など権力者にも忖度せず、ユーモアを交えてシンプルに率直にものを言うため、一般の

信者には非常に人気があるそうです。さらに、カトリック保守派の世界が一種「セレブ」といして上流階級扱いされ、宗教の 

本質から離れたこと、またそれが理由で多くの信者が去っていったことを教会全体の責任だと主張し、フランシスコさんは、

それらの人々のために、信者も聖職者も教会から外へ出ていかなくてはならない、というポリシーを持っています。 

その証拠に、歴代教皇の慣習である夏の別荘でのバカンスもとらずバチカンで仕事に没頭したり、不正が問題となって 

いたバチカン銀行の調査体制を整備したりと、これまでの不透明な「バチカン風」のやり方を大きく改革する活動も行った 

そうです。しかしこういう改革者は、いわゆるセレブとしての保守派からは非常に大きな抵抗を受けます。 

今年になって、アメリカのカトリック保守サイトで、19人の神学者たちが司教たちに向けてフランシスコ教皇の異端を糾弾 

するよう署名運動を開始したとのことです。 

さてこのフランシスコさん、清貧を重んじるため移動やパレードに高級車を使わないことで有名です。 

初めてアフリカを訪問した際、パレードに使用された車両には皆が驚きました。大勢の市民が待ち構える中、ローマ教皇が

ホンダ『シティ』に乗って、パレードに登場したのです。シティというのは、日本では「フィット」と呼ばれている、ホンダの 

普通車で最も小さい車です。さて今回、日本で教皇が選んだのは、トヨタの「MIRIAI（みらい）」です。 

この車はトヨタが実験的に販売している燃料電池車で、タンクの水素から電気を作って走行するため、排気ガスが一切 

出ない、正確に言うと水蒸気しか出しません。教皇が貧困対策のみならず環境問題も重視しているため、このような車の 

選択になったようです。長崎、広島での移動や、本日なんと東京ドームで行われるミサでも、オープンカーに改造された

MIRAIが使われるとのことです。 

今週で１１月も終わり、いよいよ師走を迎えます。皆様お仕事や忘年会で何かとお忙しくなると思いますが、まずは体を 

大事に、元気で年末年始を迎えることができるよう願っております。以上、会長の時間を終わります。 

 

３．ご報告  ◎ 片岡 清夫 会員 

１．参考になった新聞記事１１月２０日（水）産経新聞に双日総合研究所チーフエコノシスト吉崎達彦氏が東京の都市 

評価についての記事が参考になりましたので、ご紹介させていただきました。 

２．今年７月に入会された吉本力会員が弊社を訪問していただき、約２時間いろいろお話しをさせていただき大変 

勉強になり感謝申し上げます。 

 

４．ニコニコ報告  井澤 武尚 親睦委員 

大嶋 会員・・・・本日卓話です。よろしく・・・。 

小山 会員・・・・宮原様お世話になりました。八代の祭りを楽しみました。 

松永 会員・・・・今日から合唱の練習が例会終了後国際楽器社４階ホールで始まります。楽譜は御夫人様出席できる方は 

          半分ほど持参してきておりますのでお持ち帰り下さい。当日参加予定の方は事務局か私にご連絡下さい。 

栗原、片岡、岡本(茂)、松谷、宮原、甚田、中村、沖、吉本、小島、塩尻、原山、北野、俣野、井澤、清水、新川、 

  各会員・・・・ローマ教皇 ３８年ぶりの来日 

 

５．出席報告 清水 清一 ＳＡＡ 

会員総数 ３４名 出席率計算会員数 ３３名 出席会員数 ２６名 出席率 ７９％ 

第１３８２回（１１月１１日） 修正出席率 ９１％ 

 

６．卓  話  「大阪万博と大阪ＩＲのあれこれ」 大嶋 捷正 会員 

 

㈱アド・ダイセンを起業して２８年、平成４年に会社を創業致しました。 

その当時の拠点が大阪市此花区常吉1丁目で、近くに舞洲/夢洲があります。 

起業してから、よく舞洲/夢洲を眺めながら㈱アド・ダイセンの未来について夢を語りあったり、 

一人瞑想にふけったり、思い入れの強い場所でもあります。 



 

今回、夢洲で大阪万博/IR候補として、新聞やテレビで話題となり興味を持ったので夢洲/舞洲/咲洲と大阪万博、 

大阪IRについてあれこれ話しをさせて頂きたいと思います。 

今回は（港区）→港大橋→（咲洲）→夢崎トンネル→（夢洲）ルートで見学致しました。 

咲洲（人工島） 

昭和３７年（１９６２年）７月より埋め立て開始。 

埋立面積約1,045ha…(関西空港1,067ha) 

平成７年（1995年）１２月に埋立完了、埋立期間３４年 

舞洲（人工島） 

昭和４７年（１９７２年）７月より埋め立て開始。 

埋立面積約220ha 

平成７年（１９９５年）１２月埋立完了、埋立期間２４年 

 夢洲（人工島） 

昭和５２年（１９７７年）９月より埋め立て開始。 

埋立面積約390ha・・・（東京ドーム８３個分） 

※現在は３６０haの埋立は出来ている、残り３０haは万博に向けて令和７年（2025年）に完了予定。 

２０１４年橋本徹氏（大阪市長）と松井一郎氏（大阪知事） 大阪万博と大阪IRの候補地に推し進めたことが始まり。 

【大阪万博】 

テーマ （いのち輝く未来社会のデザイン） 

開催日 令和７年（２０２５年）５月３日～１１月３日（１８５日間） ※4月～開催に変更。 

経済波及効果 おおよそ2兆円 

入場見込者１ 約2,800万人 

【日本万博博覧会】（大阪千里） 

開催日 昭和４５年（１９７０年）３月１５日～９月１３日（１８３日間） 

経済波及効果 約5兆円（現在の価格） 

入場者 約6,400万人 万博史上初めて黒字。 

当時の話題と言えば・・・昭和４４年（１９６９年）７月のアポロ１１号による月面着陸       

           アームストロング船長の言葉「一人の人間にとっては小さな一歩だが、人類にとっては偉大な一歩である」 

万博展示 月の石の大きさ・・・4ｍｍ～5ｍｍほど（４個） 

【大阪IR】 

開催日 2024年 

経済効果 開催前 建設関係等の効果 1兆2,400億円 

        〃   雇用創出       75,000人（作業従事者） 

       開催後 経済波及効果    毎年7,600億円 

        〃   雇用効果       88,000人（開業後毎年） 

            ・・・IR会場および近畿圏のIRに絡む事業者 ※２０１９年１０月現在 

【大阪市税】 

2017年税収 7,164億円 

※ちなみに過去最高税収は22年前（1995年）の8,192億円 

22年前と比べると税収は1,028億円の減収であった。 

【生活保護受給者】 

1,000人に対して37人（3.7％） その要因は、失業率が高いからである。 

人・モノ・金・経済すべてが、東京に集中してしまっている。 

大阪の企業の縮小、倒産により税収が減ってきている。 失業者が増える。負のスパイラル 

【小・中学校の全国学力テスト】 

2019年大阪は４６位（４７都道府県） 

将来を担う子供たち。子供達が学業に専念できる環境づくりを考えていかなくてはならない。 



 

【自然災害】 

埋め立てられた土地の危機管理についても考えていかなければならない。 

【今後】   

大阪経済の活性化に期待が持てるものとして、夢洲での大阪万博と IRの成功を心よりお祈りしております。 

 

 

                               職場見学 
                        ２０１９年１１月１８日（月）１４：００～ 

                 クボタサンベジファームかなん農場 → イージーファーム 

 

今年の職場見学は清水会員のご協力を得て農園視察を開催することができました。まずは清水会員に厚くお礼 

申し上げます。 

１軒目としましてはクボタサンベジファームかなん農場を視察させて頂きました。株式会社クボタが「障がい者 

雇用と遊休農地活用」を目的として、2010年に大阪府南東部の河南町に設立した農業生産法人です。この農園は 

農業と福祉の連携モデルとして「美味しい野菜を皆様に」をテーマに水耕栽培事業を通じて障がいを持つ人達の 

自立支援をするというものです。職業を通して社会への奉仕を実践している素晴らしい農園でした。 

２軒目は清水会員の経営される栄和産業株式会社アグリ事業部のイージーファームを視察させて頂きました。 

イージーファームでは「酵素栽培」と呼ばれる土の中に天然有機肥料を入れ手間暇かけた土壌づくりが特徴で、 

病気になりにくい「健康な野菜」を作られています。そしてその健康な野菜の栄養素の数の多さは化成肥料のものと 

比べて歴然の差があるそうです。実際に農園で鈴なりのトマトを自分の手で捥いで食べさせて頂きましたが、とても 

甘くて、自然な酸味も残る昔ながらの美味しいトマトでした。 

 

最後に懇親会では藤井会員が経営されるHOTEL ITのイタリアンレストラン It.ovenにてイージーファームで生産 

された野菜を中心にお料理をして頂きイタリアンテイストで様々な料理を楽しみ会員相互の懇親を図ることができ 

ました。清水会員、藤井会員また会員皆様のご協力のもと職場見学を大変有意義に過ごすことができましたこと、 

重ねてお礼を申し上げます。大変、有難うございました。 

             職業奉仕委員長 林  拓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回１２月９日（月）例会予定 

・卓話：澤田会員 


